	2008.5.26の映像メディア論へのご質問におこたえして


1.戦争の現場をリアルに、一切加工や修正、編集をしないで、ありのままの映像を流したら、ショックを受け、戦争を現実のものだと思い、戦争がなくなると思うのですが、これは無理な話なのですか？

　いえ、無理な話ではないと思います。日本のテレビは（視聴者が現実から目をそむけたいため-ほかの理由もあるが）、その種のグロテスクな映像に、やや自己規制しすぎではないかと思います。あまり、現実の悲惨な姿をメディアから遠ざけてしまうと、いざ、自分が災厄に見舞われたときの“免疫”というか精神的抵抗力のようなものが弱まってしまうという心配もしています（最近の若い人が、虫の映像も正視に耐えないという所にも、このような現象は現われていると思いますが）。ただ、メディアの歴史を長い目で見てみると、この５０年間で、人類全体としては、戦争を忌避する努力を積み上げてきていると思われますし、その大きな原動力として、戦争の悲惨な映像が人々の目に届くようになったということは大きな理由です。全体的にみれば、映像メディアが戦争や弾圧の抑止になり、人類の幸福に役立つものであることは疑いないと思います。
2.先生が9.11について、僕たちに向かって「記憶が曖昧だろう」と（言われたのは）、少々馬鹿にされた気がしてやみません。

　いえ、皆さんが現在18～19歳だとすれば、9.11事件は皆さんの小学生時代の出来事ということになり、明確な記憶がなくても無理はないだろうと思って、そう言いました。実際に、学生の皆さんの感想文を読むと、「そういえば、忘れてた」「飛行機がビルに突入する映像は初めて見た」という記述が、ここ1～2年で急激に増え、関心が失われていることが窺えること、なかんずく、「なんか格好いい事件だった」などという幼い思考をする人まで、最近は出始めていることを感じていたので、なんとなくそんなことを言いましたが、馬鹿にしているように聞えたらお詫びします。そうではなくて、記憶が愛賄だからといって、それを悪いとは言わないけど、大変なことだったのだから、よく知っておこうねというようなつもりです。

3.現在も情報操作ってやっているのでしょうか？

　勿論です。私たちがメディアから受け取ることのできる情報は、全て構成され、操作されたものです。その中で真実の姿をとらえ、自分の頭で考えるなど、至難の業です。批判的考察や審美眼を高めることは、現代人にとっての必須の能力（リテラシー）と言えるでしょう。

4.9.11のニュースは日本でもよく流れていたと思いますが、アフガン側の映像は少なかったように思います。それはなにかの圧力がかかっていたのですか？それとも日本のメディアが見向きもしなかったということでしょうか？ 

　もちろん、アメリカの社会や軍の行動に同行することはできても、攻撃を受けるアフガン側のほうに、メディアが入りにくい＝アフガン側の映像が少ないことが第１の理由です。現在の日本の報道は、政府からのおおっぴらな規制は限定的ですが、テレビ局やスポンサーの関係の中での無言の圧力というものは、さまざまなところで働きます。自己規制という側面もありますし、そもそも日本の視聴者の関心が薄ければ、当然、メディアに流れることも少なくなります。見るべきものから目をそむけているのは、私たち自身ではないかと常に自分に問う姿勢が大事なのだと思います。
